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臼谷遺跡群は平成元年より臼谷地区土地改良事業が施工

されることとなり、その工事に先立ち小矢部市教育委員会

が平成元年より発掘調査を実施いたしました。当遺跡は昭

和54年より昭和60年 まで実施された分布調査において発見

され、その成果は当該年度発行の調査概報、遺跡地図・台

帳 (小矢部市教委他 1985)に 記載され周知化が図られた。

この臼谷遺跡群においては縄文時代草創期の生活跡の検

出から始まり律令期・中世期の集落跡が豊富な遺物 ととも

に検出される等、大きな成果を上げました。

しかしながら得られた資料の多くは現在整理途上にあり、

本書に盛込むことができる状況ではありません。本書にお

いては本年度調査区の中からいくつかの遺構を取 り上げ、

概要を報告することといたします。

最後になりましたが、調査にあたりご協力いただきまし

た地元 。土地改良区の方々はじめ関係各位に心から感謝の

意を表する次第です。

平成 7年 3月

小矢部市教育委員会

教育長 岩 峯 敬 正
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1、 本書は平成 6年度に刻ヽ矢都市臼谷地区土地改良事業に先立ち実施 した、自谷岡村跡の本調

査の概要報告である。

2、 調査期間はつ ぎのとお りである。

平成 6年 4月 21日 ～平成 7年 3月 24日

3、 調査は、事務局を小矢部市教育委員会内におき、国庫補助並びに県費補助金の交付 を受け

て小矢部市教育委員会が実施 した。

4、 調査参加者は以下のとお りである。

調査担当者 伊藤隆三 1/1ヽ矢部市教育委員会社会教育課文化財係係長) 塚日一成 (同 主事)

調査作業員 茶木幸作、高瀬友治、高橋正次、山崎二郎、川原達雄、前田安二、立崎政一、

藤井進一、八十島喜太郎、前田信成、森田敬八、岡本正穂、野村二郎、岡村吉義、

表一夫、山田与作、中山正雄、茶木長一、嘉津山武雄、蟹谷百合子、高山恵子、

森谷奈利子、山田信子 (埴生)、 吉田渡紀子、河内スミ子、中橋雪子、中田夏よ 西村不二子、

南よし子、久井夏子、八十島節子、八十島昭子、川原きくい、宮本かをり、瀬戸節子、

高田芳子、野沢敏子、本田喜代子、山本悦子、吉田寿子、上山文子、上島和子、

谷川澄子、青島笑子、山田信子 (水落)坂井久子、高崎みよき、岡本久栄、上野小富、

武部美都子、中山エ ミ子、南雪枝、石原雪代、寿時シメ子、山下清子、藤田初子

5、 調査期間中は地元臼谷地区皆様には飲料水等の提供などたいへんお世話になった。

記して厚 くお礼申し上げる。

6、 本書の編集・執筆は、文化財係長伊藤隆三が補佐 し、琢田が行った。

7、 現地調査及び遺物整理にあたっては坂井秀弥氏 (文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官)、

西井龍儀氏 1/Jヽ矢都市文化財保護審査委員)、 島田修一氏 (富 山県埋蔵文化財センター文化財保護主

事)、 河西健二氏 (富 山県埋蔵文化財センター文化財保護主事)の各氏の外多数の方々のご指導を

賜った。記 して謝意を表 した。

8、 出土遺物および図面 。写真類は小矢部市教育委員会が一括 して保管 している。
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遺跡の位置と環境

富山県の最西端に位置する小矢部市は、南北と西側の三方を砺波山・蟹谷両丘陵に囲まれ、

東側は散居村地域 として知られる砺波平野が広が り、渋江川 。子撫川等を合わせ北流する小矢

部川が市域を三分 している。この小矢部川左岸から二方の丘陵地にかけての段丘上は砺波地方

では最も安定した地域であり、県下でも有数の遺跡密集地帯を現出している。

臼谷遺跡群は市域南西部の自谷地区に所在し、月ヽ矢部川の支流渋江川の両岸に広がる。一帯

は渋江川の両岸に沿って段丘が発達するものの、浸食作用により複雑な地形を形成し、遺跡の

分くは標高55m～ 75mを 測る段丘上に立地する。

この臼谷遺跡群には自谷岡村遺跡をはじめ多くの縄文時代の遺跡が分布することが知られて

いたが、平成元年・ 2年 と一帯の試掘調査を行った結果小白山山麓遺跡 。自谷岡ノ城北遺跡で

は新たに奈良 。平安～中世期に至るまでの集落の存在が明らかになった。

今回調査を行った臼谷岡村遺跡は渋江川左岸に広がる段丘の先端部に位置し、標高は68～ 75

mを測る。当遺跡は、以前より石動高校地歴班や桜井仁吉氏による試掘、富山県え等で知 られ

ており、県下でも縄文時代中期の代表的な遺跡の一つである。
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第 1図 遺跡の位 置 と周辺 の主 な遺跡

102向 島遺跡 103川開新遺跡 105日谷竹屋橋 I遺跡 106日谷入幡宮遺跡
栃分 I遺跡 ■2日谷栃分■遺跡 ■3柿ヶ原I遺跡 ■9小 白山山麓遺跡
123平桜遺跡 177火燈 山遺跡

107日 谷岡ノ城北遺跡 110日谷岡村遺跡 ■1日谷
120末友南遺跡 121末友遺跡 122勝興寺安養坊遺跡
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臼谷岡村遺跡 (調査区遠景南より)

臼谷岡村遺跡 (調査区遠景西より)
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第 3図 自谷岡村遺跡全体図 (S=1/500)
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H 調査の経過

今回調査を行った臼谷岡オ寸遺跡は、石動高校地歴班や桜井仁吉氏による試掘、富山県史等で

古 くよりその存在が知 られていた。

昭和63年 11月 に臼谷地区のほ場整備事業の実施について照会があ り、調整協議が もたれた。

事業名称を「臼谷地区土地改良総合整備事業 (区画整理型)」 とし、平成元年着手同 5年完了、面

積54haである。平成元年 3月 に工事施工対象地を再度分布調査 し、各遺跡の位置・範囲を確認

し、それをもとに協議を行い平成元年 6月 ・10月 に岡ノ城北遺跡A地区と竹屋橋 I遺跡の試掘

調査 を行った。平成 2年 6月 から11月 まで臼谷岡ノ城北遺跡・臼谷岡村遺跡・臼谷栃分 I遺跡・

臼谷入幡宮遺跡・小白山山麓遺跡の試掘調査 を行い、工事施工範囲内の遺跡範囲の確定 を完了

した。

また12月 には臼谷岡ノ城北遺跡 C地区内約1,000m2に ついて本調査 を実施 した。

平成 3年 5月 の協議において小白山山麓遺跡・臼谷岡ノ城北遺跡A～ C地区の保護策を検討

し工事施工によって削平せ ざるをえない部分約6,600m2に ついて本調査 を行 った。

平成4年度は小 白山山麓遺跡の削平部分約1,000m2と 臼谷岡ノ城北遺跡A地区約3,200m2に つ

いて本調査 を行った。

平成 5年 3月 、地元土地改良区 ;高岡農地林務事務所 ;市教育委員会の 3者協議を行 う。協

議において臼谷岡村遺跡の全面保存は難しく、西側約半分 と臼谷栃分遺跡は盛土工法として残

し、自谷岡村遺跡東側約13000m2を 平成 5年から7年までの 3ケ年で本調査することとした。平

成 5年 4月 より調査対象区の北側約5000m2に ついて本調査を開始し行った。

平成 5年度の調査では住居域の一部 と遺物廃棄場の一部を検出した。遺物廃棄場では、膨大

な量の土器・石器の出土を見たが現在整理の途中にある。

平成 6年度は 4月 より調査対象区の中央部分3,600m2に ついて本調査を行った。

発掘調査日誌

平成 6年  4月 26日  現場準備。

5月 10日 ベルトコンベア配置。牛3区掘り下げ行う。

5月 30日  10区表土排除。9区第2層直上精査。43区斜面遺物群の精査。

6月 13日 遺物の取り上げ。

6月 23日  8区掘り下げ。礫集中区がある。■～13区掘り下げ。ベースは東から西へ傾斜する。

7月 5日  8区掘り下げ、遺物多い。11～ 13区表土排除。一部分で、黄褐色ベース検出。遺構が検出さ

れそう。

7月 12H 8区掘り下げ。黒色土層中遺物の出土が非常に多い。石鏃の出土。

7月 18日 43区黒色土 (包含層)掘 り下げ。8区で集石あり、遺構として取り扱うか。

8月 3日 石ヒ、黒色土包含層掘り下げ。

8月 9日 43区先端部掘り下げ。気屋式上器出土。

8月 25日  11区掘り下げ。

8月 31日  谷部河床礫中より旧石器時代のスクレイパー出土。
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平成 6年  9月 1日

9月 14日

9月 27日

10月 4日

10月 7日

10月 13日

10月 27日

10月 31日

11月 2日

11月 17日

11月 25日

12月 12日

12月 19日

平成 7年  2月 14日

3月 24日

谷部上拡よリドングリ等堅果類検出。

航空写真撮影。

貯蔵穴掘 り下げ。砂層と実の層がある。12区掘 り下げはじめる。

12区掘 り下げ。貯蔵穴掘 り下げ。同穴が増え続ける。

谷部全体精査。

貯蔵穴掘 り下げ続 く。貯蔵穴下で、旧石器のユニット検出。貯蔵穴一部掃除。写真撮影行う。

航空測量。

13区掘 り下げ。S14掘 り下げはじめる。

13区掘 り下げ。包含層検出の精査。

プレハブ等機材撤収。

文化庁坂井文化財調査官現地指導。

7区掘 り下げ、包含層の検出を行う。

新聞発表。

7区掘 り下げ、遺構検出行う。遺構面のたち割 り。

現場撤収。
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Ⅲ 調査の概要

遺構 と遺物

臼谷岡村遺跡は渋江川左岸に広がる段丘上に立地する。今回の調査ではこの段丘中位 と西側

の谷部を調査 した。調査の結果、遺構面は段丘上から緩やかに西側谷部へと下る。段丘上には

住居跡 6棟、やや下った斜面には掘立柱建物 3棟以上が、隣接した谷底には貯蔵穴が 153基密

集した形で検出できた。また、昨年検出した遺物廃棄場の南端を検出しその範囲を確定した。

また、貯蔵穴検出面下 5 clllで 旧石器時代末から縄文時代草創期に属すると思われる石器群を検

出した(第 5図 )。 谷底の河床礫層中からも旧石器時代末に属すると思われる石器 (第 6図 )が出土

しているが、前者の一群よりやや古いと思われる。

旧石器時代・縄文時代草創期

河床礫層中の石器について (第 6図 )

谷部精査中に検出された石器は旧石器時代末

に属すると考えられるが、流路堆積中の出土で

あるため、各の石器には若千の時間差がある。

調査中、出土地点周辺・上流部で可能な限りの

下層確認を行ったが石器群本体の検出には至ら

なかった。

出土した石器は掻器・削器・使用痕のあるよJ

片・素材剖片等である。

下層検出の石器群について (第 5図 )

下層から検出した旧石器時代末から縄文時代

草創期に属すると思われる石器群は、大半を貯

蔵穴掘削によって破壊されており、組成等全体

を掌握することができなかった。出上した石器

群の大半は破片・表皮のついた剖片で、ハンマー

と思われるものが 1点のみであった。このこと

より当地において初段階の制作を行い未完成品

のみを持ち出した可能性が考えられる。

第 4図 遺物廃棄物断面
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第 5図 ユニット検出状況 (旧石器時代)
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第 6図 河床礫層内出土石器 (旧石器時代～縄文時代草創期)
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第 7図 7号住居跡石組炉

爛 熙 離 焼 土

0ベ ース土

第 8図 9号住居跡石組炉

第 9図 6号住居跡 1・ 2号炉 第10図  6号住居跡3号炉断面

第11図  6号住居跡炉断面図
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第12図 貯蔵穴内出土状況

掘立柱建物群・貯蔵穴群は一定の時期、

縄文時代中期・後期

包含層・遺物廃棄場出土土器より遺跡

の存続幅は縄文時代前期末 (朝 日下層式)

から後期初頭 (気屋式)ま で存続すること

が分かっている。ここでは当遺跡がピー

クを迎える縄文時代中期中葉から後期初

頭までの遺構・遺物について概要を紹介

する。

住居・建設跡 今回調査では炉を伴う

住居跡 6棟、掘立柱建物 2棟以上を検出

した。住居跡は上山田式期以降に属する

ものと串田新式期以降に属するものが

あった(第 7図 ―第11図 )。 掘立柱建物は

住居跡が立地する段丘高位から標高で約

2m下がった谷部へ向かう緩やかな斜面

で検出できた。西側に隣接した貯蔵穴群

に伴う作業空間と考えられる。住居域と

一連の生活空間だったと思われる。

貯蔵穴群 今回の調査で 153基の貯蔵穴が確認された。大 きさは直径 1～2m、 深さ0.5～ 1.5

mを 計る。第 13図で示 したとお り6通 りの貯蔵方法カド確認された。

1 穴の底に木の葉を入れ、堅果類を納め砂 を充墳する。

2 穴の底に 5 cmほ どの礫を敷 き、堅果類を納め充損する。

3 穴の底に船底状に砂 を敷 き、堅果類を納め砂 を充墳する。それを幾度 も繰 り返す。

4 穴の底に平坦に堅果類を納め砂 を充損する。

5 穴の底に桜の枝 を 3本平行に並べ砂 を充損 し、樹皮等を砂の上に敷 き粘上で固め、再度

砂 を充損 し堅果類を納め、粘上で蓋をする。

6 穴に直接堅果類を納め木の葉で蓋をし、再度堅果類を納める。

上記貯蔵方法の外、穴の底に貯蔵穴の痕跡を残 しながらもゴミ捨て穴に転用されたものもあ

る。それらからは獣の骨・土器・石器等が検出されている。
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第13図 検出貯蔵穴の断面模式図

遺物廃棄場 この遺物廃棄場は南北 35m、 東西 25m、 深さ 1.5mの広が り・堆積 を持つ (第

4図 )。 廃棄された遺物は朝 日下層式から気屋式まで連綿 と検出している。廃棄の方法は一時期

に斜面全体に満遍な く廃棄 してお り、断面では、各時期で斜面のベースにほぼ並行に古いもの

から堆積 している。(但 し、朝日下層式、新保式は極僅かしか検出されていないので層堆積は成してい

ない)

1回の廃棄の単位は不明であるが、整理が進めば廃棄単位 も若千判明する可能性はある。廃

棄されているものは、ほとんどが土器・石器で土偶・装飾品等は見られなかった。

以上、今回検出した若子の遺構 。遺物について記述 したが、膨大な廃棄場出上の上器・貯蔵

第14図  ミニチュア土器等 (右端は三角埓形上製品)
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穴群の自然遺物等がまだ未整理のままである。今後、資料整理が進めば廃棄の方法、貯蔵の方

法、生活域の中の住居域 と貯蔵穴群 との関係も明確になってくるだろう。

当遺跡において遺構・遺物の少なかった縄文時代草創期 。前期 も周辺の縄文時代の遺跡、特

に川を挟んで東側の自谷岡ノ城北遺跡と関連付けで考えれば、当地の旧石器時代末から気屋式

期まで 1つの流れとしてとらえることができるだろう。

なお、今回の調査で検出した貯蔵穴群を含む谷部については、自谷土地改良区との協議・調

整を経て同改良区の協力を得て山砂によって埋め戻 し、遺構の保護を行った。一部分であるが

遺跡の保存が行えたことは最大の成果かもしれない。

参考文献

小矢部市 1971   F/J、 矢部市史』 上巻

砺 波 市 1990   F砺波市史』 資料編 1

小矢部市教育委員会・小矢部市埋蔵文化財分布調査団

1982   『小矢部市埋蔵文化財分布調査慨報 Ш』

小矢都市教育委員会・旭ヽ矢部市埋蔵文化財分本調査団

1985   『小矢都市遺跡地図台帳』

小矢部市教育委員会

1991   『臼谷遺跡群発掘調査報告』

小島俊彰 1974   「北陸の縄文時代中期の編年一戦後の研究史と現状―」

『大境 第 5号』 富山考古学会

小島俊彰 1978   「第 5章 縄文土器・土製品」 『上山田貝塚』 辰口町教育委員会

西井龍儀 1974   「富山県下の尖頭器の紹介」 『大境 第 5号』 富山考古学会

橋本正・神保孝造

1973   『串田新遺跡』 富山県教育委員会

池野正男・和「井睦

1976   『岩隣野遺跡』 富山県教育委員会

狩野睦・島田修―・高井誠

1988   『花切遺跡』 大山町教育委員会

―- 14 -



写 真 図 版



図
版
１

調査区全景 (北 より)

曇纂感=胸嫌tl韓

調査区全景 (西 より)



図
版
２

ｒ一一
一よ一

士一一一一一・疹
〓
一
一
一や

・〓
一一″一一一，

一一一一
一

増
一

顧

一
〓
ヤ

一
■
二

∵， れ一
一

1韓 |

:す
.角憲毒

盪建!|
轡 llⅢ■|:

葦葦i
l― :.■■:|liⅢ :― ■

「

=永
|

Ｉ

ど

一
・・．■
鷲
一

貯蔵穴群



雛
ｉ

・　
　
　
　
ィ
・一
′嵐
一

・
一．
〓
　

■

離
　
　
　
・・　
　
　
　
　
一

ｉ
ｒ
一二
……七
亀

・
　

．

甚
　

　

一　
　
・　
ｒ
一・エ

練
．一・　

　

ｒ

・

一一　

　

．一．一
・
一．　

・・
・・

一
ガ

一
，
　

・一
．　
　

．　
　
　
一一
一
．

．、
　
　
　
　
　
　
　
‘
■
一

（
　
　
孝
　
装
」

ｉ
≡
≡
ｉ

一

ォ≡一　
　
蕪
一一

i  r

ェヽ
―● |

 ヽ Ⅲ

,$ぶィⅢ

鯵



―
|■ ,

r穣
1帝勇綾

'―
ま

寸

静
図
版
４

一■
〕

喜

ィ
習
，
、■

．ギ
・．＼

専

く

=

聰

貯蔵穴と土器土拡

:1基F

I   権
4.  ィ | デ・

●●
ア
  ィ.Ⅲr■

′  ' |オ

土器土城

移==i

≡
　
　
≡
″
・

″
一■
甚
・　
オイ
■

11::itす|:

魂
十
一・



撫

．

慕
す

=|・爾

図
版
５

報壊:聾

◇
．■

■ヽ
筆
　

　

　

一・^・．
凄

貯蔵穴 (断面)

貯蔵 された堅果類 (ド ングリ等)



図
版
６

6号住居跡 (北 より)

6号住居跡 (断面)



図
版
７

6号住居跡 (炉 断面)

一鷲

・オ
．鶴　一

6号住居跡 (炉 断面)

ヽ
Ｌ

・



lゝlm ilイit〕‐t6

||1学|

イ藤4

娃
″

学Iit_‐

ピ離
(1与)1町赳:I茅毛6

荘|||||

８
Ⅶ
国

ｒ^ヽ
　　
　．



図
版
９

と
一
一

，〓
一

・一　
・一
拇
・事
一

″
一，
一事
一

，
ツ　
ク

オ

II―章1予|
(Ⅲ

i‐ すri

!イ守

=ミ聰
'IIまヽ、|

■■
f拷

オギ||

|≧歩
|'

:鶉

., と―

`  ⅢI再
|||■ l tl―

il l■

|｀ |▼手`li

■
=″

浮軽
7号住居跡 (炉 )

|を
'Iイ

半.1夢響華

■■14Ⅲ
Ⅲ

4号住居跡 (炉 )

一一

ｉ
一

1苺 ■|

ごit

Iril簿|

粋 療||

∫1澤



図
版
１０

〓　
■
一
一一一一●
一

一
．
　

ヽ
■

上

井戸 (中世)

井戸内部



図
版
側

6号住居跡



図
版
１２

7号住居跡 (炉内)

ヽ

ィ

ｔ‐‐
・ヽ

一

土器土城 内



図
版
１３



＝
Ⅶ
□



図
版
１５



Ⅷ
ォ″ 会

＼

＼

一
・蝶

・・

一
一

（
一

鷲
蛾
繁

速

９‐
Ⅶ
国



図
版
１７基

　
艤

葵

　　　　　　　　　　　　　一二４一一一一一一一

‰

　

Ａ

∽∴
♭

ｉ一一一一一．一
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

一



音M▽躍

1飛

募lri



報告書抄録

ふ り が な とやまけん  お や べ し  うすたにおかむら 立ヽせき

書 名 富山県 小矢部市 臼谷岡村遺跡

副  書  名 臼谷地区土地改良総合整備事業に伴う発掘調査

編 集 者 名 塚田一成

編 集 機 関 小矢部市教育委員会

所  在  地 〒932富山県小矢部市本町 1番 1号 T E L0766-67-1760

発 行 機 関 小矢部市教育委員会

所  在  地 〒932富山県小矢部市本町 1番 1号 T E L0766-67-1760

発 行 年 月 日 西歴1995年 3月 31日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コ ー  ド 】ヒ漁華 東経
調査期間

∬

査

積

調

面
調査原因

市町村 置跡辞

臼谷岡村
富山県小矢部市
自谷字岡ノ城

110 36°36/55″ 36°49′ 05′

19940421
1

19950324
3600

土地改良総

合整備事業

に伴う調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

臼谷岡村 集落跡 縄文 住居跡、溝、土転 縄文土器、石器

珂ヽ矢部市埋蔵文化財調査報告書第42冊

富山県小矢部市

臼 谷 岡 村 遺 跡

発 行  日  1995年 3月 31日

編集・発行  小矢部市教育委員会

(〒 932富山県小矢部市本町1番1号 )

T E L0766-67-1760

印   刷  株式会社 アヤ ト




